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ごあいさつ

追手門学院は、 1888年 (明治21年)大阪借行社附属小学校として発足し、第2次世界大戦後の

再出発に当たってその立地する大坂城の正門にちなんで「追手門」という校名になっております。

本学院は、2008年の創立120周年記念行事の一環として追手門学院小学校の西館を建て替える

ことになり、多くの遺構をかかえる敷地の発掘調査を (財)大阪市文化財協会に依頼して実施しま

した。本書はその報告書です。数々の出土品から古い歴史を有する土地であることが立証されま

した。発掘調査や報告書作成の労をとられた方々にお札を申し上げます。

私どもは由緒ある大坂城三ノ丸跡地で学べる ことを誇りに思って、今後一層努力 して参りたい

と思 っております。

例言

一、本書は大阪市中央区大手前 1丁目の学校法人追手門学

院による建設工事に付句、実施した発jJ:I:がl資(OS07-11

次調査、 OSは大坂城跡を示す略号)のドli白書である。

、発掘調査と報f今井作成の費用は学校法人追手門学院が

負担した。

、発掘調査および本当の作成は、財団法人大阪市文化財

協会文化財研究部次長南秀雄の指揮のもと、同部学芸

J1仔Jj

追手門学院長 ・大学長鈴木 多力f]史

員池田研が担当した。また、 石垣石材の鑑定について

は同部学芸員小f行i&也が担当した。

¥調査に|努しては、7(1;友城天守閣館長松尾f需給氏よりご

助言を賜った。

一、発掘調査で出土した造物、その他の資料はすべて当協

会が保管している。

1 . 遺構名の表記は石J:B: ( SW ) 、 土壌 (SK ) 、 i~i ( SD ) 、その他のj立構 (SX ) の分類記号の後に、通し番号を付している 。

2 本書で用いた北)J'位は座標北て\ 座標他は世界測地系 に，Jj~づく 。 また、標高はT.P 他 (東京湾平均海而値) を用いて

おり 、本書if'ではITP+OmJと記している。

3 本書で}-I-Jv、る'1'・ 近世の時期区分は、大坂本願寺が創建された1496(明応5)年から焼亡した1580(天正8)ゴ|てまで

を大坂本願寺tVJ、本願寺焼亡から大坂城三ノ丸築造開始の1598(慶長3)年までを豊臣前期、 三ノ丸築造から大坂夏

ノ陣の1615(慶長20)年までを豊臣後期、大坂夏ノ陣以降を徳川期とした。

4. I大坂J. I大阪」の文字は、原則として明治維新まで、は「大坂」を、以後は「大阪」をmし、た。

5.本書で用いた地柄 ・土器の土色は新版照準土色11自[小iJl:iI.';l'..竹原、秀雄1998Jに従った。
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l. これまでの調査

調査地は上rnT台地の北端に当り、 1598(慶長 3)年から翌年にかけて造成された大坂城三ノ丸の北

辺部に位置している(図 1・写真 1)。 調査地周辺ではこれまで、に徳川時代大坂城外郭関連石垣j量制発

掘調査|吐|、追手門学院校地学術調査委員会、大阪府教育委員会、(財)大阪市文化財協会などによって、

おもに大坂本願寺期から徳川知lにかけての制杏がなされてきた(図2・3)。

まず、大坂本願寺矧の遺構としては、大阪市文化財協会によるOS83-15次調査(冒頭にiOSJを付

した調査は大|坂市文化財|品会によるもので、以下では調査主体の記述を略す)で礎石建物・溝が、 OS

90-58次調査で大川の護岸に伴う石垣が検出されている[大阪市文化財協会1988・2002J。豊臣前月l

の造柄としては、 OS90-58次調査地で、大川の護岸を、また大阪府教育委員会による 4次にわたる大

阪府立女性会館(ドーンセンター)調査[宮111奇泰史1993・黒田慶一2005](以下、「大阪府教育委員会調

査J)とOS06-7次調査[大阪市文化財協会2007Jでは、武家屋敷や南北方向に延びる道路などを検出

している。一方、 OS83-15次調査地から大阪府教育委員会制査地にかけて約150mにわたって検山

された東西方向の石垣は、前述した武家屋敷などが埋立てられた後、 三ノ丸造成時に築かれた石垣と

考えられる[大阪市文化財協会2002J。造成された三ノ丸内では1980年の追手門学院による調査(以下、

「追手門学院調査J)で、廃棄土1jjt(が[追手門学院校地学術調査委員会1982J、OS06-7次調査では建物 ・

区画油・相11.::11二戸・廃棄土jJitr.道路などが検nJされているほか、大坂夏ノ陣の焼土層が各調査地で、見

つかっている。徳川期のj宣梢としては1975ifの徳川時代大坂城外郭関連石垣遺構発掘調査団によ る

調査(以下、「徳川時代大坂城外郭関連石垣遺梢発掘調査団調査J)で大川の護岸に伴う石垣が[徳川H寺
こあん

代大坂城外郭関連石垣遺構発掘調査団1977J、OS88-78次調究で淀屋↑庵の屋敷の一部とみられる

礎石建物が[宮本佐知子1989J、追手門学院間;11J査やOS06-7 次官川査では石組遺構 ・ 礎石~IJ .井戸など

が検出されている。

図 l 調査地位ii.'，'凶 写J'rl 調査地から南東方向に大阪城を望む
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2.調査に至る経緯と経過

今回の調盃地は大阪府教育委員会調査地 と OS88- 78次調査地の li '，J に位置している ( 1 ~ 1 2 )。調査地

の北端は、両調子fJ血で村:出された豊山氏大坂城ノ丸北辺のすi:JIlの延長線よ りも2.5mほと"1'1]にあり 、

調査地全体がスノJLの範囲内に収まるものと子想された。本制脊に先立つ大阪市教育委11会による試

iJ:Ji調査の結果、 m地点下'3.2mで豊臣)tJJから徳川H月にかけての地附や遺梢が分布していることが確認

されたことから、本制ヂfを実施することとなった。本調主で、は束PCi16.4m、南北8.2mのほほ方形の

調査区を設定し、IH-Iヒに基準杭を打設した。まず、現地表面下3.2mまでを事業者側が重機で掘削し、

12)J25日からは人)j i'Jui削を開始した。人プjiJ:Ji i'ilJに当つては、J党!iLを拡張し、調査区巾火庁1¥には南北

方向の中央トレンチを、東部には南凶 北京方向の東トレンチを設定し、地層断面を制察しつつ掘削

を進めた(凶4)0 I制作の進展に伴い、調布|メ:北部では当初のチ担に!又して石垣の裏込めイlとみられる

v~~群が、東西ブJI'ÎI J にイ1 7状とな って検附さ れた。 イ J垣が壊さ れて iùl 格 した裏込め石を除去しながら、石
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垣の前1tri(北側)に堆積した徳川却lのj也府を掘i!ilJ

したと ころ、相)を利用 した水i留めj五十Iljや土績と

いった造併のほか、間磁器 ・瓦・ 木製117!など多

くの造物が発見された。

続いてイilil本体を検出した結果、イim:が北側

に面をもち京pLl方liiJに延びていること 、東トレ

ンチよ り京iJ!lJには延びず、西端は制作区外に続

いていること 、根石を含めて 2段分が残存して

いることなどが判明した。本調査で検出された

石垣は京IJCiilHiJ査J也の石垣の延長線よりも南側に

位置しているが、共通点が多く兄られる築造方

3.000 法や、 1i Ülの前面に分布する地用のJH:f~l時期な

どから、それら豊臣氏大坂城三ノ九北辺の石垣

と一連のものと判断した。石垣の4ヴ子が明らか

となった l)J231:=1には現場の見学会を催し、多

数の小学校教職員の参加を得た(J/S'C2)。その

後、 1l:J.Li.の行材を鑑定するためのサンプルを採

取するとともに、中央トレンチをTP+3.4mまで

掘下げ、て、イ7垣のベースとなる雌J-.I刊のJ:jj:積状

況を観察した。 1n 29日には基準点jJ!IJ.~止を実施

し、3111には調査に閲するすべての作業を終了
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3.制査の結果

3 -l. 基本層序

|村北方向の中央トレンチ、前IJLj 北東方向の東ト レンチを設定し、地層[J'lri(JIを観察した。基本層序

は以|でのとおりである (図4、写U 3 ~ 5)。

おO層 :灰色(5Y4/1)極主[l[粒~極相粒砂質シルトを主体とする現代雌土屑である。

部11再:にぶい黄櫨色(lOYR6/3)シlレト質極細粒~細粒砂を主体とする整地層で、調査区東部に

分布している。炭化物 .1喋を含む。

的2層 :黄灰色(2.5Y4/1)極制粒~極柑粒砂質シルトを主体とする整地層で、調査区東部に分布

している。炭化物・離を合む。

第3層 :にぶい黄褐色(lOYR5/3)組|粒~極相粒砂を主体とする整地層である。シルト偽磯や崩れ

[¥1.; 

TP+6.0m 

+S.Om 

+4.0m 

K 
TP十6.0m

+4.0m 

。

こフラ~三三三二
第 4層

SW07 
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一一ーーー一一一- ~';o "，'I 50 
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SW 

ー一一一-一一『一一---

第士一一一」

中央 卜レンチ

撹乱

I ;I(色 ( 5)'1/ 1 1 純輔IIf~ 、同姐位砂質ンルト t現代盛 l 介''Il

に"、L、前向色 IOYR6/31 '.-ルト質担‘剖11 ，立、制l'Hゆ ( j.j~f仁物 F告をffむ ~;l，:地図
&1大色 :!.5YJ/I 佳樹位、需祖位砂TTy ルト 炭化物.~告を ff 仁 ~~f 地ヤi
:':'，，;.1.ザl尚色 IOYR5/3'紺i位、持l矧p砂 シルトfL)際やIUIれたlil1(の11j主的hを合t: 在地回 } 
，I.I.¥it}色 2.5Y3 1 柘細粒~中村砂tTシルト fL)隊 熊をf干む *i1さの状態でI佐筒しており暗色化 l 
!大政1品色 IOYR5/21シルト1Tt主細粒、ド，¥Hl1杭砂 lil1(背 1111の :i~ I肘
!大/.11.尚色 2.5Y6/21 tF<細位、恒日制l牧砂1'[ンルト 1砂 シルト fL)際を多く ~-'ì む ~~土'14 . I 
1Ii'i-以前(r， 1:2.;，Y5/21極細位、中位砂11ンルト 仙 UL)様 様 。炭化物・焼 l企どを多く合ιー盛 1層 } 

日

~~ ~ 1'，-1 
;1"¥ 3 ¥1 
お11，'j
お:5I';'I 
~\6a1'1 
~， 6b~:1 
おGcl(t， lIi(U~ ~W 色 1 2 . 5Y5/2 1 慨潮位、何官l*-:r砂町ンルト 引， Icfl)際焼|を多く合む闘植物浮層がlJUlする 悦l".Ii・j 1 

|立14 点・中央トレンチ地図断I(!I凶
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写真3 ，u，村正|ぎ全長

(I'liから)

ウ瓦4 1:1こ1央トレンチ地層

|折l(ri(1川から)

写真5 東卜レンチ地層

|折Hri(北I'liから)
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た石垣の長込め石を含む。

第411;f，:: Nl褐色(2.5Y3/U極細粒~中粒砂町シルトからなり 、イ為際や礁を合む。イi煩前面の水浸

きの環境で:J:lt砧したとみられ、H青色化している。本同の層内や上HLiで、は水i留め迫:1111)や |二墳が検出され

ているほか、 陶磁器や木製JI lll など多くの遺物を合んでおり、 ~J担紫に 人が入込んでいたようであ る 。 OS

88-78次;;)，'iJ査の第6層に中11、!?する。

第 51同 : 灰 Jit褐色(lOYR5/2 ) シルト質極~IIJ 1， \li: ~極粗粒砂を主体としており、 T~~ を合む。 石垣背面

の盛土層である。

第6J¥;O :石垣のベースとなる盛土層で、OS88-78次調査の第 7層に相当する。!?:さは250cm以上

あり 、第6a. 6b ・ 6c層の 31凶に細分さ れる 。 ~\6a l習は灰黄褐色 (2 . 5Y6/2 ) 相制粒 ~極粗粒砂質 シル

トを主体とし 、 砂 ・ シル卜f1.t慨を多く含む。 第 61コ!?1 は暗灰黄色 ( 2 . 5Y 5/2 ) 極主11 1料 ~'1"1主砂質シル ト

を主体とし、粘土偽際 ・傑 ・炭化物 ・焼土などを多く含む。第6cl国は暗灰黄色(2.5Y5/2)極細粒~

極粗粒砂質シルトを主体とする 。 1二部で、は *~i十偽隊 ・ 焼土を多く合む。 腐植物部閉が扶在しており 、

盛土の休|トー而が存在した可能性もあるが、広範問には拡がらなし、。

3 -2.遺構とその遺物

i )豊臣矧の遺構

調査 |ヌ:北部で、は石垣SW07を検出した(図 4 ~ 6 、写真 6 ~ 9)0 SW07は ~I ヒ 11[1J に 1([ 1 をもち 、中央卜

レンチを挟んで全長12111にわたって東西方IIIJに延びている (以下、中央トレンチより東側をSW07東

半、同側をSW07西半とする)。 東卜レンチより東側ではその続きが確認されず、後述するとおりこ

こで一旦、石1巴が途切れていた可能性が高い。一方、 SW07は調査区西端まで、続いており 、西は調査

区外に延びている。区16は伐りのよいSW07以干の立面を|支|化したものであるが、イIJ瓦石は大部分で

2段分が残存しており 、141さは1.1111程度で、ある。2段目の 仁田の標高の平均はTP+5.3m、根石の基

底面の標高はTP+4.5111将位で、ある。裏込めの)早さは0.2111程度と薄く 、裏込め11は少量で、ある ('b;'，lok1 

8 )。 装込め行の上端の際111jはTli側ほど高く 、もっとも高い部分で、TP+5.81111'm後ある。南から北に

向って傾引をつけながら去込めを掘削し、石川を崩したとみられ、石垣の前面(北11[1J)には裏込め石が

散乱していた(写真6)0SW07点半の観察結果によれば、 根石は小口の幅が0 . 2 ~ 0 . 7 111 、 奥行は 0.4~

0 .6m あり、 2 段目の石は奥行0 .3~0 .5111 、小 '-'の 111需が0 . 3 ~ 1.0111ある O 石垣は不幣)1三な自然石を干IJ)=!J 

したlI'j旦むと目地石により{伽£されており、行材-31i定の項で詳述するとおり 、平IjT(イiには花嗣岩と砂

岩が使用されていた。また、初日立できた範囲ではそれらのわに矢穴や墨書 ・刻印などは確認されなかっ

た。一方、裏込め石はfH:任0.1111前後の栗石が多く、目地石と同様に石英やチャートを含む多様な石

材が佐川されていた。これらのわ垣石や裏込めイ1には煤が付着し、火を受けたj良則;の見られるものが

含まれていたが(写真9) 、イ I JHlîの裏面や裏込め石の表面を ~I心 lこそうした痕閥、が制察された こ とか

ら、イitliが構築された後、q攻防lにより被災した結果とは考えにくし、。そのほか、行Ii:古1¥の排水を 目的と

したとみられる滑など、イl'J了1に間|泊する施設は検IJ'Iされていない。

周辺の制査では豊臣氏大坂城三ノ丸北辺の、東西方向の石Jliが総延長150111にわたって検出されて

-6 -
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1 : 50 

I~I 6 SW07東半立TIu凶

おり (図3)、以下では位置関係や築造方法などからSW07とそれらの石垣との関係について検討する。

まず、豊臣氏大坂城三ノ丸北辺の石垣に関する既往の調査成果を整理しておきたい。

調査地の東隣のOS88一7花8次調査地で

が残存していた[大|阪坂l山li‘文文4イ化ヒ財財-1協窃会20∞02幻]。最上段の上面の標高はTP十4.7m、根石の基底面iの標高は
TP+2.0m前後で、ある 。 石垣石は0.4 ~0.7mの自然石を多く利則 しているが、矢穴のあるものも存在

する。石材は花両日が多く、花岡閃緑岩 ・流紋岩が混る。産地は六[1二，LU系と生駒山系とみられる。裏

込め石は石垣に近い辺りで0 . 10~0 . 1 5m、奥に積まれた石が0 . 2 ~ 0 . 3 mの大きさである 。 また 、 SW

403の前面には石垣制部の排水を目的としたとみられる施設として、矢板を使った構SD402がある。

OS88-78次調査地の東隣のOS87-93次調査地で、は、SW403に続く石垣SW401・402・201を検

出した[大阪市文化財協会2002Jo1598(慶長3)年から翌年にかけて築かれたと考えられるSW401・

402は調査地の中央部で南へ直角に折れ曲り、 12mの距離を置いて向い合う 。SW402の前回には石

垣裾部の排水を日I'i'Jとしたとみられる石組潜SD401が検出された。このように石垣が折れrlllる空間は

二eノ丸への進入路として設計されたものと考えられている。SW201はその後の工事によって造替え

られたと考えられる点西方向の石垣で、折れIltlっていた部分が直総的に改修されている。SW401・

402の東西方向に延びる部分では5段分が、SW201では3段分が確認されており 、上端部の標高はTP

+5 .0m 、 下端部の標高はTP+3 .2m程度で、ある 。 SW40 1 ・ 402の石垣石は0 .4~0 . 7mで 、 SW201 は

1 mを超える大きなものが使用されている O

OS87-93次調査地の東|境のOS83-15次調査地ではSW501を検出した[大阪市文化財協会1988Jo

石垣石は大部分で 3 段分が確認されており 、 0 . 3 ~ 0 .9mの不揃いの自然石を使った野面積みである O

最上段の上面の標高はTP+5.0m、根石の基底面はTP+3.8m程度で、ある O 根石は2段仁|以上の石よ

り0.15m前に突き出ている。石垣石は花岡岩と安山岩からなり 、花岡岩は生駒山系と六[1'山系のもの、

安iJJ岩は大阪府茨木産と生駒山産の2つの説がある。一部の石垣石の表面には墨書が確認された。一

方、裏込めの厚さは0 .4 ~ 0.8mで、裏込め石は一辺0 . 2 ~ O .4 mの安山岩や花両岩を用いている 。

今回の調査地の西|焼で行われた大阪府教育委員会調査では、第 l次と第4次の調査で一連の石垣が

検出されている[大阪城天守閣1993、宮11，奇泰史1993J。調査結果は一部が公表されているのみで、図

3には第4次調査地で牧山された石垣が図示されていないが、石垣の全長は約25.5mである。今回の

調持地に隣接する第 4 次調査地で、は 4~5 段が残存しており、最上段の上面の標高がTP十4.4 m 、 根

nδ
 



写真 6 SW07検出作業と

崩れた去込め石の分布状ilc

(北東から)

写J¥7 SW07近呆

(北東から)

写真8 '1'央卜レンチ凶監の

裏込め状削(南東から)(左下)

写真9 表面に煤が付着した

石垣石(南から)(右下)

-9 -



石の基J氏而の標高がTP+2.4mで、前面(北側)の地表面はTP十3.3m前後と推定されている(討二 1) 0 

第l次調査地の石垣の断田を見る限り裏込めTiは少量で、厚さは薄い。第l次調査j也の石垣石は花同

岩が主体で、丹波層群Ii少KL;はj刊し、られていなかったが、第4次調査l也の石垣ではナh皮!函ffl二砂岩が多く

用いられていた。

既往の前l査の検出されたそれらの石垣とSW07を築造方法の而から比較すると、改修されたSW201

を除いて 、 いずれも 0 . 3 ~ 1.0m程度の不揃し、なr-I 然石を主体とする野面積みである 。 花筒岩だけでな

く、砂岩なとご他の石材が石J1(T!に使用されている点も共通しており、特に西隣の大阪府教育委員会第

4 次調在地の石垣とは石材柿成が近似していた。 ~込め石の大きさは0.1 ~O .4 m l'Uitで、大阪府教育

委員会調査地をはじめと して長込めの厚みは?~.山、 。 一方、徳川 JUJの石垣は基本的に長方形の花嗣岩の

切石を積上げたもので、石1111折|面を調査したOS07-12次調査[大阪市文化財協会2008Jや徳川時代大

坂城外郭関連行垣遺構調有などの結果を見ると、裏込め石は多く、 厚い。こうした}，!.(を踏まえると、

築造方法の面ではSW07は思 I~Ji月に築造された石Jicfの特徴を示しているといえよう 。

続いて地層の年代では、 TiJI(のベースとなるお6J習や、築造11寺の盛土層である的引所からは、後述

するとおり豊臣期よりも降るHキ期の遺物は山上しておらず、築造方法からみたSW07の年代と矛盾し

ない。他方、東西調査地で検iI'，された三ノ丸北辺の石垣の延長根より南側に位置していることから、

SW07が三ノメL築造よりも ill'ぃ段階に築かれたものである可能性もある。 しかしながらそのばあい、

SW07の前而 (二|ヒ側 ) には三 ノメL築造時に、新たな石坦を築くための豊臣期の盛 I'.)~i';r が堆積しているは

ずであるが、調査で確認された第3 ・4層には17t!l.紀中葉頃のi立物が含まれており、こうした考え方

には矛盾が生じる。このよう にSW07は既往の調査で、検出されている豊臣氏大坂城 fノ丸北辺の石垣

と一連のものである可能性が強いと考えられるが、両者は南北方向で約 5mのずれがあ り、両者が接

する部分の形状について検討する必要がある。

西|礎の大阪府教育委員会第4次調査地で、検出された石垣の東端(X座標値=-145，209.2 Y座標値

=-43，893.3) (註 1) と 、 SW07の西端との聞のli'l~m!tは東西 5 .8m 、南北4 .8m程度で、ある 。 SW07の西

端は調査|天外に続いていることから、両者をつなく、、南北方向の石垣がその聞に存不正する可能性がある。

方、SW07の東側は撹乱を受けており 、続きの有;1W，を確認することはできなかった。また、東トレ

ンチの束壁では撹乱を免れた調官|丘東端部分の地層断面を観察し、 SW07のベースとなる第6層や、

その前面にI問責していた徳川j!月の地層である第3・4層の続きを確認したが、壁Ifliや調査区東端にか

けての平TWでもやはり石垣の民跡は碍認されなかった。他の部分と異なり 、SW07の東端部では根石

大阪府教委

第4次調査石垣

•• 

園園田 調子kでn¥された石j育
園圃圃 復JCしたイiJI1

SW07 

|豆17

SW403 1.....1 
「. 圃

圃 圃

SW402 SW401 

三ノ丸北jllの石垣と虎口の復正案
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の下に ~~l い平行をリJ炉、て角度を調撃し、角に稜線が通るよ うに積上げられていることから、そこで1 1

垣が終わっていたとも考えられる。また、南側には撹乱を受けた石垣石や長込め石は{I'M認されなかっ

たことから、東端で筒角に折れrlllり、南側に延びる可能性は考えにくし、。SW07の東端が束や南に延

びていないとすれば、 SW403が東西方向でSW07と一部重なる程度まで西に延びていたとしても、砕j

北で、k(.j5 mにわたり石垣が途切れていたことになる。一方、 SW403がOS88-78次調脊地西端と本訓

査地束端の 2m程度の問で、再，j1r!1Jへ直角に折れ曲っていたとしても、東西で4m以 I~にわたり石垣が

途切れていたことになる。

このようにSW07と東西の石垣との接続部の形状を見てみると、SW401・402が砕jへ折れ11tlってい

た場所と同じく 、SW07とSW403の聞に虎口が存在したと考えるのが合理的であろう 。そのばあい、

北側から直進して進入することが可能な「平入り虎口」では防衛上問題があることから、図 7のように

束へ折れるか、あるいはさ らに商へ折れなければ三ノ丸内に進入することができないような、より複

雑な l l~状をした防1ilil の|宣|い虎 I Iが構築されていた可能性もある。SW07が東西の石垣より 5m程度向

に位世していることは、「折れJJE仁[jあるいは「内桝形虎口」を形成 し、 虎仁lから侵入してくる敵に対し

て棋矢を効かせることを目的にしたものと考えられる。

一方、根石の恭成田の標高を比較すると、 SW07ではTP+4.5mであるのに対し、 SW403ではTP

+2.0m程度、大阪片J教育委員会第4次調査地の石垣で、はTP+2.4mで、あり、地仁，-，にあった部分を考慮

しても、 1m以上の牒高差がある。束トレンチ東壁断面でも第 6層上回は南側ほど高いことから、

SW07の前面とその東側の進入間は三ノ丸内に向ってスロープを形成していたと考えられよう 。

i i)徳川期の遺構

ごノ丸北辺の石町と考え られるSW07の北側で、は、第4層の上面や層内で、 7J¥.i留めjil桝とみられる

SX01・02、ご|二J)j"，'iSK05・06、性格不明の遺構SX03などを検出した。一方、調査区南東部では石組ij'J'i

ηょ¥10 SX01 (.1ヒ~{か ら ) 写真11 SX02 (束から)
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写真12 SX01出土の金iI'iiljl粁JL瓦

とみられるSD04を検出した(図 5)。

SX02は第4層内で検出した遺構である (写

真11)。後述するSX01と同様に、穴に桶を抑

えた水iRiめ j圭~ flq と考えられるが、残存してい

たのは底板の一部や横木など、遺構の底部の

みであ った。底板の直上では土師器血 ・陪

熔、備前焼大輩、丹波焼措鉢、瀬戸美濃焼志

野、肥前陶器構縁rrJl、中国製青花 ・白磁、初

期伊万里を含むn巴前磁器染付、焼塩査、丸 ・
平瓦、木製箸、 (rl，)究永通賓4点、桃核な
ど、本遺構に伴うとみられる遺物が多く出土

している (図 9)0 2は完形の土師器皿である。

口縁端部の一部に煤が付着しており 、灯明J]JJ

として用いられた可A能tEカfある。7は丹-波好H1ii

鉢である。仁川是は端部が段をなしており 、内

面は強し、ナデによ って凹線状を呈している。

播目はIIIITiが2.5nilll程度と太く、 4本 l単位の櫛

目である。4・5は肥前陶器溝縁皿である。5

はほぼ完形で、高台はいわゆる三日月高台で

ある。|村底面と正:j台端部の3箇所に砂目跡が

ある。SX02から 1'1'，士したこれらの遺物は、

17世紀前葉からrt':w1にかけてのものである。

SX03は第4層|人jで検出した浅い楕円形の遺

構である (写真 13 ・ 14 ) 。 長径は0.5m で、 i~~

さはO.lm程度で、ある o SX03の内部には炭化

物が詰まっており、上面では蓋あるいは底板の一部が検出された。埋土を水洗選別した結果、土師器

灯EYJJIU、備前焼、瓦などの破片のほか、桃核やウリ科の種子などを回収した。

SX01は第4層上面で、検出した退問で、 SW07の北約 1mのところに位置している(図8、写真10)0 

穴に桶が据えられており、桶は短径0.72m、長径0.90mの楕円形で、深さは0.57mである。桶内の埋

土はH音灰色極細粒~中粒砂質シルト暗からなる。シルト偽礁を含み、人為的な埋戻し土と考えられる。

掘JI~のJ盟土は暗灰色極細粒~極相粒砂質シルト層、灰色わずかに際質中粒~極粗粒砂層、黒色わずか

に陳15泥層などからなる。このように桶を据えた遺構としては、OS83-15次調査で検出された大坂

本願寺期のSK801、豊臣期のSK702・703などがあ り、後2者は近接した位置に並んで、設置されてい

た[大阪市文化財協会1988J。これらの遺構は底板が残存しており、井戸のような集水機能をもたな

いことから、雨水をi留める水i留めBfl'liや便所である可能性があるが、本辿柄に関しては桶の内面や坦

-12 -



写真13 SX03検出状況

(北から)

'勺:TU4 SX03近景(北から)

巧

(j南有カか、ら引) 
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図9 出土造物実iJ!lI1:;(1 ( 1 ) 

SXOl ( ~IfIi!、J : 1 . 8、細形 :3 . 6)、SX02(2・4・5・i)

土に便所遺構としての特徴が兄られなかったことから、Ijij者で、あると考え られる。

桶内のJ早土からは土師器皿L. 倍焔、丹波焼播鉢、 備前焼、 H巴前間器腕、 iæ~継ぎの痕跡が見られる仁十l

国製青花、近|止丸・ ギ瓦、(古)寛永通賓 l点、 i奈椀、川実、際なとごが出土している (図9・12)0 1は

内野山系の肥前陶器碗で、ある。l高台はいわゆる三 1.:.1月lfJILTで、高台内にはきld書がある。8は輩出jUjの

金箔~Itl軒丸瓦で、ある(写真 1 2 ) 。 巴文は左巻きで、珠文は 1 8個に復元される 。 59は漆器椀で、|人l外 I.W

とも朱色である。一方、 掘71~ のJr[!-ヒからは土師器1111.灯I.YJJ]l .倍熔、 1)市前1J't小南、丹波焼:/111鉢、瀬戸

美濃陶器、iJ巴前陶持、焼塩童、丸・ 'llLなどが出土した。3は土師器血で、ある。円縁音1)には煤が付着

しており、灯明IllIとして用いられたとみられる。6は士山Ili器倍熔で、ある。体自1)には平行タタ キを施し

ており 、外聞には全面に煤が付着しているo SX01から1'1'，土したこれらの造物は豊臣期から17世紀中

“ 、 .

‘ 
‘ 

ワP'U6 SD04CIヒ点から)
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、

葉にかけてのものである。

SK05・06は節4層 [.面で、検出した円

形あるいは楕円形の土壊である (凶8・

写真15)0 SK05は11¥1歪l.Om、SK06は短

径O.5m程度で、ある。検出面からの深さ

はSK05が0.25111、SK06は0.30mであ

る。SK05の埋土は黒色極細粒~極粗粒

砂質シルトl封、j火色シルト質極細粒~相

粒砂層 、 黒色極点|日粒~*Ill粒砂l'.U厄層 など

からなる。一方、 SK06の埋土は11音オ

リーブ灰色極点/JI粒~細粒砂質シル卜屑か



らなり 、粘土 ・極主111粒砂の偽陳や離を含む。SK05からは肥前|陶器、瀬戸美濃焼志野、瓦、木製箸 -

ì~~椀などが出二|て した (1ぎ112)0 60は漆器杭で、ある。内面は朱色、外国は黒色である。57・58は木製箸

である。 58は長さが23.4cmある。一方、 SK06からは肥前陶器、瓦、木製箸なとJが出二|ーしている。

S004は東トレンチの東側の第2層内で検山した石列である(写真16)。遺構の残りが必く、帰属面

や埋土の堆積状況などは不明で、あるが、石組滑の可能性がある。

3 -3.包含層出土の遺物

a.第O層ILI:I土itI物(凶11)

46は器種 ・産地不|円の磁器片である。1937年、「倍行社」に|味持して建設された「大阪軍人曾館」で

使用されていたものであろう 。

b. 第 1 層 I~.II 土出物

土師器皿 ・ 倍焔、 1ïiH前焼描鉢、丹波焼指鉢、)j~前問器、)j巴前磁器白磁 ・ 染付、 1-1一l 国製青花、焼塩壷

輩、丸 ・平瓦、砥石など17世紀代の遺物がIU土した。

C.第3層出土泣物(1珂10)

土師器、瓦器、瓦質土器、常滑焼、 1iiFJ前起し 丹波焼措鉢、瀬戸美濃陶器、肥前陶器、)J目前磁器染付 ・

色絵 ・青磁、仁1'1主|製1}，1'花、ベトナム製陶器、I/FFJL. 平瓦、貝類(アカニシ)など、 17 世紀 I-I=I ~業頃を中心

とする遺物カ'W二|ーした。12は土師器皿である。口縁部には煤が付着しており、灯明JJUとして用いられ

たものと考えられる。18は瀬戸美濃陶器天目腕である。21は肥前陶器腕で、ある。31はJJ目前|陶器鉢で、

口縁端部を露JJ台としており 、重ね焼きの痕刷、が観察される。38はベ トナム製長胴瓶である (写真18)。

口縁端部は内側に JJ山手し、広い面をもっ。 I~I縁部直下には 2 条の 、 肩音15には l 条のj主計ilが巡る 。 胴部

の内面にはロクロ 11が残り、凹凸が著しい。JJfoUーは徹密であるが、少量の擦を含む。色訓は灰オリー

ブ色を呈している。当地域では徳川初別にI-H土例が多く 、その1-1ごlに異なる 2 種類のすI~::Iーが練り込 まれ

たとみられる資本|が報告されているが[森毅1994J、今回出土した資料では灰オリーブ色と灰褐色の

写真17 ベトナム製長11附i1Zの口縁音1¥断而

生i:~~q8 輸入陶{滋器
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第O府(46)、第4層(49・50)、第5}'?i(48)、第6a-6b層(45)、6blfi'i上面(43・44)、6じ層(47)

胎土が縞状となっているようすが観察された(写真17)0 34は仁|二l匡|製青花田である。高台の端部から

内部にかけては1rrr，;ftlJで、ある o 10はほぼ完7 1~の焼塩査の蓋である 。

d. 第 41雷 出土遺物 (図 10 ~12) 

土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、備前焼播鉢・建水、丹波焼措鉢、瀬戸美濃陶器、!大l出}111系のも

のを含む肥前陶器、肥前磁器染付、中国製白磁 ・ 青磁 ・ 青花 ・ 色絵、 二仁製小査、焼j~Wt査、ヌL .平瓦、

井戸瓦、石臼、キセル、木製下駄・ 箸 ・部材 ・漆椀、貝類(アカニシ)、種実、(古)寛永通貨，2点など、

おもに豊臣期から17t1:!:紀中葉にかけての造物が多く出土した。

13 ~ 17は土師器[[JJである o 13は口縁部に煤が付着しており、灯明IIlIとして用いられたとみられるO

41は土師器鍋で、ある。豊臣後期前後に出土例が多く見られる。内外国とも全面に煤が付着している 0

9は瓦器椀である。12世紀後半から13世紀前半にかけてのものであろう 。

36は備前焼の建水、 37は査であるO ともに体部にはロクロ目が残り、下端部はヘラケズリを施して

いる。 36の底部外面には線刻がある o 37の底部外面は未調整で、 l.trl凸が著しい。 42は丹波焼描鉢で

ある O 仁1縁部の内 mは強いナデによって凹線状を呈しており 、t1~il=1は7本 l単位の櫛目である。内底

面には重ね焼きの痕跡が観察される O
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Il¥I造物実視IJ図(") 図12

58.60)、第4府(51~ 56 ) SXOHili内(59)、SK05(57 

20 ・ 22 ~ 25は肥前間器碗で、 20は本層最ド音1\で出土したものである 。 23は内外而とも全面に施利l

されてお り、高台端部には砂日跡がある。24の高台はいわゆる三日月高台である。25は器壁が薄く、

軸薬は灰|土|色を呈する 。 171止紀中葉の内野山系のものとみられる 。 26 ~ 30は肥前陶器皿である 。 26

は口縁部の 3箇所をヘラ状工具で、小さく折り 1111げており 、高台はいわゆる三日)J高台である O 体部内

内底面と高台端部には輪;1犬の砂目跡がある。27は溝縁日[1で、内底面には 3

箇所に砂同跡がある。28は内底面と高台内に砂目跡が、 29の内底面には胎土目がある。30は口縁部

nδ 
1
よ

面には露JJ台の部分を作り、



に歪みを加えており、内面には鉄絵が施されている。

33は龍泉窯系のものとみられる中国製青磁碗である。35・40は中国製青花の碗と粗製の皿である。

39は粗製の中国製色絵lillである O 高台の端部から内部にかけて、多量の粗い砂が付着している。32は

肥前磁器染付碗である。17世紀前半の初期伊万里で、内底面には粕切れが観察される。19は完形の

土製玩具で、いわゆる「つぽつぽ」と呼ばれているものである。口縁端部は水平な面をなしている。胎

土はきわめて精良で、色調は灰白色を呈する。11は完形の焼塩査である。体部外面はタテ方向の強い

ナデにより、面取りぎみとなっており 、内面には工具痕や粘土紐のつなぎ目が観察される。

50はほぼ完形の丸瓦で、ある。凹面には粗い布目が観察される。49は井戸瓦である。凸面はタテ方向、

凹面はヨコ方向のナデで調整 しており、凸面の中央部には記号 とみられる線刻がある 。 53 ~55は一木

下駄である。いずれも連歯下駄に分類される。 55の右側の横緒孔には鼻緒の一部が残存している o51・

52は近接して出土した木製の構造下駄で、 一対のものである可能性がある。露卯下駄に分類され、 2

箇所の納孔には差歯の柄が残存している。52は納の一方に棋を打込んで補修したとみられる痕跡があ

る。56は木製箸である。

e.第5層出土遺物(図11)

土師器、丹波焼護、備前焼J雷鉢、瀬戸美濃陶器、中国製青花、漆継ぎの痕跡がある中国製白磁、軒

丸・平瓦、貝類(サザエ)など、豊臣期を中心とする遺物が出土した。そのほか肥前磁器白磁碗がl点

出土しているが、混入とみられる。48は菊丸瓦である。一重が8弁の二重菊である。

f . 第6a ~6b層 出土遺物 (図 11 )

土師器、須恵器、常滑焼、備前焼、 丹波焼、瀬戸美濃陶器、肥前陶器、中国製青花、焼塩査、丸 ・

平瓦など、豊臣期を中心とする遺物が出土した。45は瀬戸美濃焼志野菊皿である。これまで、大坂城 ・

城下町における瀬戸美濃焼志野の出現期を豊臣後期の中に求める見方が一般的であったが[松尾信裕

1993ほか]、今回出土した志野菊1mが混入でないとすれば、 1598(慶長3)年から翌年にかけての三ノ

丸造成に関連した盛土層に伴うこととなり 、もっとも時期の遡る出土例のーっとして注目される。 44

は第6b層上面で出土した瀬戸美濃焼の灰柚折縁肌である 。 内底而に鉄柏を施しており、 ì~1j込みの高台

内には輪 トチの痕跡がある。 43は同じく第6b層上面で出土した完形の焼塩壷である。体部外面がタ

テ方向の強いナデにより、面取りぎみとなっており、内面には工具痕や粘土組のつなぎ目が観察され

る。

g. 第6c層出土遺物(図11)

須恵器、李朝白磁のほか、 北宋銭あるいはその模鋳銭である治平元賓 1点が出土した。47は中央ト

レンチ掘削中に出土した李朝白磁碗で、本層に属するものとみられるO 内外面とも全面に施柚されて

おり 、高台端部には5箇所に砂目跡がある O

h.その{也

重機掘削中に寛永通費がl点出土しているほか、事業者側の工事中に一石五輪塔の一部とみられる

石製品が見つかっている。
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4.石垣の石材について

ここでは石垣SW07に使flJされていた石材の鑑定結果について報告する。

3.調査方法

イi:f:Hに使用された石材の括和!を判定するため、石垣石 ・I=!地石については肉眼によって岩質の異な

るものを選択し、裏込め石は表lOjの付着物が多いもの、あるいは焼けているとみられたものを選択し

てサンプリングした。観察はサンプリングした石材を持ち帰り 、実体顕微鏡によって鉱物の種類と組

成、色とその特徴、形状や大きさに留意して行った。

b. 肉眼および実体顕微鏡観察結果

倣Tiした石垣石は13個体、 Il地イ7は5個体で、裏込め石は 911ft!体である。その結果、石垣石に用い

られた石材は花両岩が8個体、砂岩が511g!体で、目地石は花尚岩と砂岩が各々 2個体、チャート離が

111百|体であった。 裏込め石は花嗣岩が l 個体、砂岩が 3 個体、石英礁が 2 個体、チャート r~が 3 個体

であった。 以下に、代表的な石材の特徴を記す。 なお、 SW07@半の裏込め石から採取した試料40 ~

43を除く各試料の母石を写真27・28と図 6に、各試料の石材鑑定結果を表 lに、代表的な石材の近

接写真を写真19 ~ 26 に示す。

花商岩 花両岩はすべて黒雲町花岡岩で、あった。試料11は黒雲母の弱し、定向配列が見られるもので、

試料19は石英がめだち、 試料28(叫I!粒部と細粒部(アプライト)の接触部が見られる黒雲母花商岩であっ

た。試料35は桃色のカリ長石が特徴的な黒雲母花筒岩であった。

砂岩 灰色ないし暗灰色を呈する非常に硬質な中~粗粒砂告が主体をなす。試料21はフレーザー状

に泌山(頁岩)のクラストが挟まれている。また、泥岩(頁岩)クラストの有無にかかわらず、砂岩はす

べて同様な岩相を示すことから同種のものとみられる。 試料34は表面が赤掲色に変色しており 、長石

の変質が表面ほど強い。火を受けているものとみられる。

石英磯 亜円礁ないし亜子fJ礁で、ある (写真24参照)。

チャ ト喋 石英礁と同様に、亜円際である (写真23参照)。

c. Ti材の産地について

鑑定した石材で特徴的な岩相を示すものに、桃色のカリ長石が特徴的な黒雲母花岡岩がある O 近畿

地)fで、はこの特徴を有する花嗣岩に、 山陽帯に属する六甲花岡岩、 二|ヒ摂地域の剣尾花i高岩体や茨木複

什花尚岩体の妙見岩体、播磨花削岩、領家TIj:の新期花筒岩に属する滝尻アダメロ岩、近木川花両岩、

~，(山 手jミ花岡岩、 山陰帯に属する手L1 I U 山花両岩などがある 。 試料35はおもな構成鉱物が石英 ・ 斜長石 ・

カリ長石 ・黒雲母で角閃石を含まないこと、 等粒状組織が見られること、粒状の石英が含まれる こと、

!'i"状構造や片麻状構造が認められないことなどの特徴から、上記の花嗣岩体のうちの北摂地域に分布

するTi体と思われる。

砂計は、奈良県北部および京都市東部から近畿地方中一北部にかけて広く分布する丹波帯、大阪南

部の和泉山脈を構成する和泉帯(和泉層群)、和歌山県から三重県南部にかけて広く分布する四万十累

引や秩父累帯に分布する。このうち、泥岩(頁岩)クラストが観察されるものに、たとえば京都府亀岡

~ 20 ~ 



石垣石・白地石 表 l 各試李|の石材鑑定結栄

"，止宇INo れfOJ;， ヰ5徴 Wii) 

01 相l、111;fi!:.I.l.l，')、l主イヒi品)'l;' !日 '1f: 1 主がシロ~ 1状に産IJ¥

02 41lf.i:iW]，lnヒi品j(';' ，1 J.¥ '.JI~: りが))1;い主向配列する(誌料 19 と 川 町) 。 イ i ~~が集合してい る 。

06 1i:b'n il~'i;'{ r('/i)のクフ兄 トが酪1%-1。訓111';(，1火色

11 f丑位\~~;'f:t):イヒIfflj('i ，I .I.!:';~: IJが7ロyト;1);1こr>Ei1lする

1!1)I¥-j)、の例法が見られる(試料36と[1;ば'(か)
( ，片山jín-~，か)

17 細粒主主、I主化i品;j't'i ，1.1.¥';;:りが定向配列する (試料20とれ相lはよく似ている

が、カ ')j，とイIが桃色でないの

で1，;1れではないc，) 

18 砂岩 ~，rm: ， 1:人色

19 祖粒!.!~三 11) イヒ i品j'(i イi兆がU!介している

20 中粒 ~P: '1、 1:); 1ヒ i品j '/; カリ l古川が淡桃色で、 'l'- I~1位、1'1形である

21 砂't: 試料06とl;;j1'[ 淵位、l火色

25 砂れ 試料06ヤ試料21と同氏。iit，'!t(tl't;)のクラストが観察。

訓料、灰色

26 砂岩 試料29と|μJt't )yljl行脈が見句れる il" 'ii llT 'tilのクラストが<<)1 IIJ也

出制料、灰色。

27 中粒黒雲I:HU品j'(i ~J.\'.nl 主の!;~;い定向同Cylj がlö1主をされる IIJ也

28 相粒黒雲J:Jイヒ i品;j';;'と剖 II H~ I，\'BI;J;，(t尚~との接触荷1\ '11;1'1傑 IIJ也

29 砂有 試料26とHt't lJWlii}脈が児られる 。 ~1 11料 、 }fi 色。 11I也

35 :fj[:f'立q辺、月{とi品j'ii 桃色のカリ Iむ lがめだっ(北偵の 111陥 ';i~' か ヲ )

0，5clIIはどのli，，~があって、 l之{jよりめだっ

36 相4立黒eJJ:iヒi品i'Ii lh;}'[刷、の出J立が見られる戸，'J.l，'Ji:f:}.がジロット状に政n'，

O.8cmほとのlミ行あり (試料11と|ロJt'tか)。

37 砂岩 紺1-'1'料、 }j、色

38 チャー卜 'IEIII際 11I也

裏込め石

，'A利No 'i;'H( 特徴 仙普

30 石 !J~ 'IF.f'1傑 I:.JJ~や炭の f ，j ，Yi，が見られる

31 チ奇←ト '11'川傑(O1iX12X Ilcm) 

32 石英 '11;川際(O12X S X 4 cm) (石英脈の.(j~) か )

33 チ弓 ート ，mPI傑(OIiX9Xicm)

34 砂岩 ぷ 1111 が亦色に焼けている 。 ~EI' j傑e 制材 、 j人色

40 チベー卜 fJ ^'i 物はあるが、 I:I ~I ~焼けていない

41 {i忠告

42 Iゆ岩

43 *Jl1'才 .l.lA'1~rlイヒ i'Ylj'ii カリ l、行合イil(mけてピンジになっているのかヲ )

地域に分布する丹波新の年谷川コンプレックスの砂岩がある。基質部の岩相はこの砂岩に類似するが、

偏光顕微鏡による詳しい観察を行っていないことと、泥岩(頁岩)クラストの検討が不卜分であること

から、ここで、は産地候補の一つになる可能性を指摘するにとどめる ことにする。

d.既存調査で、検出されている石垣の石材について

前述のよう に、今回の調査で検出した石垣SW07の続きと考えられる石垣がこれまでの制査でも検

出されている。この中で、 OS83-15次調査で、検出されたSW501では生駒山系・ 六甲山系花筒岩とと

もに丹波層群砂岩が石垣石として用いられてお り、OS88-78次調査のSW403では花岡岩、花両閃緑

岩や流紋岩が、大阪府教育委員会第4次調査(今回の調査地の西隣)の石垣では第l次調査(第4次調

査の西隣)に比べて丹波層群砂岩が石材として多く利用されていたことが報告されている[大阪市文化

財協会1988・2002、大阪城天守閣1993JoSW07で用し、られていた石材も花間岩のほか砂岩がめだっ

て使用されており 、前述の大阪府教育委員会第4次調査地の石垣との共通点が見られた。
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e.石材鑑定のまとめ

今回行った石垣の石材鑑定結果をまとめると、以下のようになる O

①鑑定した全石材のう ち、石垣石は黒雲母花両岩と砂岩のみで構成されているのに対し、 目地石や

裏込め石にはチャートと石英の疎も含まれていた。

② 黒雲母花両岩類のうち、 試料35はその特徴から北摂地域に分布する岩体のいずれかと推定される。

なお、その他の花両岩類については未検討である O

③ 砂岩はフレーザー状の泥岩(頁岩)クラストが特徴敵に観察された。この特徴を有するものに、た

とえば丹波帯の年谷川コンプレックスがあるが、ここでは候補の一つになる可能性の指摘にとどめた。

謝辞 石材鑑定に際し、大阪市立自然史博物館川端清司氏より貴重な御教示を賜った。記して謝意を表する。
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5. まとめ

今回の調査で、は石垣や水i留め遺構など、豊臣期から徳川期にかけての遺構が検出された。そのうち、

東西12mにわたって検出された石垣SW07は、築造方法や地層などの検討から、周辺の調査で、見つかっ

ている豊臣氏大坂城三ノ丸北辺の石垣の続きであると考えられる。SW07が東西両隣の調査地で検出

された石垣の延長線よ り約5m南側に位置していること、東端が調査区内で途切れていたとみられる

ことなども明らかとなり、 SW07の東側に三ノ丸へ進入するための虎口が存在していた可能性が高く

なった。また、石垣石や裏込め石から採取した剥片を分析し、豊臣期の他の石垣と同様に、花両岩や

砂岩など複数の石材が使用されていることを確認した。目地石や裏込め石には石垣石と異なる石材 も

使用されており、両者の石材の選択方法や調達方法の差異について、今後研究を進めていく必要があ

るO 一方、石垣の前面では桶を利用した水i留め遺構や土墳など徳川初期の遺構が検出されている。こ

うした遺構や包含層からは陶磁器、瓦、木製品、金属製品など豊臣期から徳川期を中心とする多くの

遺物が出土した。間磁器には中国 ・朝鮮・ベトナムから輸入されたものが含まれているほか、木製品

には下駄や箸が多く見られる O 金箔押軒丸瓦は調査地周辺の武家屋敷などで使用されたものであろう O

このように、 今回の調査ではおもに豊臣氏大坂城三ノ丸北辺に築造された石垣の構造に関する新た

な知見が得られたが、今後東西の石垣と接する部分をはじめ周辺の調査が進展すれば、虎口の詳細な

形状や、他の虎口との関係などについてもより踏込んだ議論が可能になるものと期待される。

註)

( 1 )大阪府教育委員会宮崎泰史氏のご教示による O
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